
早早川川繊繊維維工工業業  株株式式会会社社  

衣料や雑貨へのプリント転写業務の立ち上げ
本業の繊維加工業で培った刺繍・縫製などの基本技術を活用してプリント転写業務を立ち上げた。具体的には、ポリ

エステル製の生地または製品への転写、塩化ビニール・ターポリンなどへのプリント、カッティング加工を行っている。 

行行 政政 のの 支支 援援 にに つつ いい てて  

業業 況況 等等 のの 動動 向向 にに つつ いい てて  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
☆☆本本業業のの動動向向ににつついいてて  

昭和 45 年の創業以来、繊維加工業を主要業務として手

掛け、現在は腰裏ベルト・テープ・バイヤス等の服飾品製

造・プリント加工を主力業務としている。 

既往実績は、固定した顧客を有し販路を確保、増減も少

なく、安定した受注を受けており、業績面は比較的安定し

て推移している。 

 

☆☆異異業業種種参参入入事事業業のの概概要要  

平成 17 年 2 月頃に、転写・プリント部門を立ち上げ、衣

料や雑貨へのプリント業務を開始している。 

プリント部門は 5 年目を迎えているが、売上高は毎年 15

～20％程度の伸長をみせている。 

現在の参入事業の業容は、売上高 300,00 千円弱、構成

比率は 50.0％となっている。 

 

☆☆異異業業種種にに参参入入ししたた動動機機やや経経緯緯、、ききっっかかけけ  

プリント加工事業は、事業開始の 3 年ほど前から自分が

手掛けたい事業として構想を暖めていたもの。時期を見計

らい実現させた。 

 
☆☆ママーーケケテティィンンググににつついいてて 

同業他社の動向はインターネットなどで調べた程度だが、

それは現在も続けている。 

 
☆☆参参入入にに際際ししててのの投投資資ににつついいてて 

参入時の広告費やプリント機械・コンピューター購入など

に 1,000 万円を掛け整えた。 

 
☆☆参参入入ししてて最最もも成成果果ののああががっったたこことと 

若い社員が増え雰囲気が変わったことや、プリント事業

の売上高が上乗せされたこと。 

また、お客様と直接繋がる仕事なので臨場感があり、やり

がいも感じやすいこと。 
 
☆☆参参入入ししてて最最もも困困難難だだっったたこことと 

若い社員を採用して社員総数が増えたのは良いことかも

しれないが、それによる弊害も出てきたこと。その弊害により、

代表者自身の仕事量が増えてしまったこと。 

  

☆☆参参入入にに際際ししてて活活用用ししたた自自社社のの技技術術ノノウウハハウウににつついいてて  

刺繍・縫製などの基本技術を活用した。物づくりの感覚

には、本業の仕事で培った基本技術が活かされている。 

 

☆☆今今後後のの展展望望・・見見通通しし  

取り巻く環境は厳しいが、明るく前向きに仕事に取り組む

ことが重要だと考えている。 

プリント部門を立ち上げ、業務範囲が急拡大したため現

在は少々苦しいが、展開速度を若干落とし運営していくこと

により個々の業務を順調に処理できる環境を作り出せると

考える。 
 
☆☆メメリリッットト・・デデメメリリッットト  

自分が好きな事業をしているので、楽しみながら仕事が

出来る点がメリットといえる。 

デメリットとしては、経験がない事に取り組むので必要以

上に時間を要することも多いことがあげられる。 

 

☆☆異異業業種種参参入入時時ののアアドドババイイスス  

本業が堅調か不調かにもよるが、余裕があるときに他の

事業を始める方がよい。特に、資金面はシビアに計画を練

った上で行うことが重要である。 

 

 
 
☆☆異異業業種種参参入入にに際際しし、、行行政政にに対対ししてて望望むむ支支援援  

企業側が本当に資金の必要なときに融資を実行してもら

えると非常に助かる。 

 
会社概要 

設  立：1970 年 1 月 

資 本 金：1,000 万円 

従業員数：40 名 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.hayakawaseni.co.jp/ 

所 在 地：岐阜県岐阜市茜部寺屋敷 1-26 

事業内容：服飾品製造、プリント加工 

Ｔ Ｅ Ｌ：058-275-2050 
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